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添付バッファー

10 × L Buffer
100 mmol/l Tris-HCl（pH 7.9）
100 mmol/l MgCl2
10 mmol/l DTT

10 × M Buffer
500 mmol/l NaCl
100 mmol/l Tris-HCl（pH 7.9）
100 mmol/l MgCl2
10 mmol/l DTT

10 × H Buffer
1,000 mmol/l NaCl
500 mmol/l Tris-HCl （pH 7.9）
100 mmol/l MgCl2
10 mmol/l DTT

10 × A Buffer
500 mmol/l Potassium acetate
200 mmol/l Tris-acetate（pH 7.9）
100 mmol/l Magnesium acetate
10 mmol/l DTT

10 × B Buffer
1,000 mmol/l NaCl
100 mmol/l Tris-HCl（pH 8.5）
100 mmol/l MgCl2
10 mmol/l DTT

10 ×S (専用) Buffer 
各制限酵素(a,b,c,d,e)
の酵素反応条件の
10倍濃度

高濃度品あり

1 mg/ml BSAが別添付
0.1％ Triton X-100 が別添付

Nucleoside (A, G, C, T)
Pyrimidine （C, T）     Purine  (A, G)

活性単位の定義
1 unit は、反応混合液50 μl 中、1 μg のλDNA を、60 分間で完全に分解する酵素活性とします。

制限酵素反応バッファー別相対活性一覧表
ニッポンジーンでは、5 種類の制限酵素反応バッファー（L、M、H、A、B）の中の1 種類（添付バッファー）
を用いて 　　　　 で制限酵素の活性を測定しています。この酵素活性を100％とした場合の他の
反応バッファーによる酵素活性を左表に示しました。
（　）はスター活性などの影響を受けやすい反応バッファーを示しています。
別添付バッファー（BSA または Triton X-100) が添付されている制限酵素では、反応バッファーにBSA
またはTriton X-100 を添加せずに反応を行いました。 酵素反応条件どおり別添付バッファーを添加
して反応を行った場合の相対活性は100% です。

至適温度

制限酵素の反応例
制限酵素 Not I (酵素反応条件： 1× H + 0.01% Triton X-100, 37℃) を用いた場合

ダブルダイジェスションの例
制限酵素 Not I と Xho I (酵素反応条件： 1× H, 37℃) を用いた場合

（重要） 基質に対して大過剰の酵素を使用するとスター活性が引き起こされる可能性があります。
酵素の添加量は必ず全体の液量に対して1/10量を超えないように注意してください。

同時に二種類の制限酵素処理を行う際には、両方の酵素にとって至適な条件の反応バッファーを
選択します。なお、制限酵素 Not I には Triton X-100 が別添付されていますが、 Triton X-100 が他
の制限酵素反応に与える影響を確認していないため、ダブルダイジェスションの際には添加しない
ことをお勧めします。

酵素の組み合わせによってはダブルダイジェスションができない場合があります。その場合は別々
に酵素反応を行ってください。

d.d. Water
10 x H Buffer
0.1% Triton X-100
DNA
Not I

38 µl
5 µl
5 µl
1 µl
1 µl

Total 50 µl

37°C  60 min.

d.d. Water
10 x H Buffer
DNA
Not I
Xho I

42 µl
5 µl
1 µl
1 µl
1 µl

Total 50 µl

37°C  60 min.
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